
＜ゆれがおさまる＞
臨機応変に行動する

（２）登下校時の対応 発生別の児童等の安全確保 － 地震発生（土砂崩れ）の場合 －

管理職 教 師 児童等

・ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運転手による児童の
避難誘導
・徒歩通学の場合、近くの大人に
助けを求める

・状況により第二次避難の準備
(避難経路の安全確認、確保)

・人数と安否確認
・負傷者の確認と応急手当
・病院等の医療機関との連携
・児童等の不安の緩和

・施設の被害状況調査
・安全確認、危険箇所の立ち入禁
止措置

・ブロック塀や自動販売機等から
離れ頭部を保護し安全な場所に
身を伏せる
・ｽｸｰﾙﾊﾞｽの運転手の指示に従
う
・土砂崩れ等に特に注意する

・土砂崩れ等を想定して、直ちに
各自安全を確認しながら近くの
避難場所へ避難する。
・周りの状況をよく見て、危険箇
所から遠ざかること

・負傷者がいる場合は助け合う

・保護者とともに帰宅する
・保護者に連絡がつかない場合
は避難場所で待機継続

保護者への
引き渡し

被害状況把握

安全確認

率先避難

地震発生

安 全 確 保
【身体保護】

第一次避難
【学校または近く
の避難場所へ】

(避難場所が土砂
崩れの可能性が
ある場合)

学 校 災 害 対 策 本 部 設 置

避難所運営への支援・学校再開への準備

保護者への連絡

・教育委員会への連絡
・外部との対応

第二次避難
【外へ出て、安全
な場所へ、大人が
いればその指示
に従う】

安全確認
・児童の所在の確認と保護

◆児童の状況把握
◆職員の状況把握
◆校舎施設の被害状況の把握
◆教育委員会へ連絡
◆保護者への連絡
◆外部との対応
◆地域防災本部への支援協力

・連絡がつかない児童等はその
まま待機させる
・ＰＴＡ各地区担当等に保護者の
安否確認を要請する


